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中本さん自筆の琉歌について
この自筆の琉歌のコピーは、琉球大学の高良倉吉さんから昨年の11月下旬に送っていただ
いたものである。高良さんのお手紙には次のことが書いてありました。
先月上旬ドイツに行った際、ベルリン在住の仲田比呂子さんという方に色々お世
話になりました。県立芸大の祝嶺先生の友人なのですが、仲田さんの亡き父親が伊
是名出身の有名な教育家であったこともあり、３名でボンで少し<話す機会があっ
たのです。
話が中本先生のことに及び、ウィーン大学留学中にベルリンの仲田さん宅（ご主
人のドイツ人は動物学者とのこと）まで来られ、家族ぐるみで親しく交流する機会
があったのだそうです。私が「残念ながら、中本先生はなくなりました」と言うと、
このことを知らなかったらしく、涙を浮かべながら「あんなに、すばらしい先生
が」と絶句しておられました。とても尊:放していたのだと感じました。
その仲田さんが沖縄で開催されたｒうないフェスティバル」にアドバイザーとし
て出席するため帰郷しており、ドイツでのお礼の意味で「福家」で琉球料理を御馳
走したのですが、その時、私に同封のものを預けたのです。ボンで私が、比嘉実先
生を中心に中本先生の追I悼集が編集されている、と言ったものですから、何かの参
考になるのではないかと持参したようす。「お役に立つのでしたら使っていただき、
もし不用でしたらポツにして下さって結構です」とのことです。私から比嘉先生に
届けますから、と約束した訳なのです。中本先生が仲田さん宅のゲストノートに記
帳したもののコピーです。
その後に高良さんのお手紙にはドイツの仲田さんの住所と中本さんの琉歌について「いか
にも中本さんらしい率直さが惨み出ており、好感の持てる作です」と短い感想が添え書きさ
れていました。つずられた短いコメントから仲田さん、高良さんの中本先生に対する思いが
伝わってきて感激しました。お二人のご協力に心から感謝いたします。ありがとうございま
した。
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